


















ヨ竃 Cyclosporin A reduces canalicular membrane flu-





















10. Glucose and prednisolone alter basic fibroblast 
growth factor expression in peritoneal mesothe-






















1 . Atherosclerotic plaque characterization by quan-
titative analysis using intravascular ultrasound 
- correlation with histological and immunohisto・
chemical findings -
｛車管内超音波を用いた定量解新法による粥状動脹
硬化巣の組織性状の積討
一組織学的および免痘組織学的評留との相関につい
て一）
i中本智和（内科学第二）
［§的］車管内超音波を南いた定量解軒j去によ均，
とト冠動振粥状硬化巣への炎症細鞄浸i間の程震を反映
変化をするかどうかを明らかにすること。
［対象・方法｝血管内超音波i去を冠動脈切削治療前
後に施行した， 25症例の冠動歌切除糧織を採取し，
マクロファージおよびリンパ球の浸潤を検討。騒胞浸
潤の程度により各組織を高度浸i関群，中等度浸i時群，
軽度浸i閏群に分けた。治療議後の病変部の超音波画｛象
を定量解析し，各病変部の粥状頚北巣梧対輝震と粥状
硬北巣不均一詣数を求め，治療前後の変化について，
各組織群関で比較検討した。
［結果】相対輝度と炎症細胞浸潤との関連；まなかっ
たO切剤治療薦，不均一指数は高度浸溝群で最も高く，
軽度浸潤群で最も低かった。不均一指数は治察長に高
度浸i間群で最も低下し，軽度浸i醒群では増加した。
［結語】車管内超音波を用いた定量解析法は，ヒト
冠動脹粥状硬化巣への炎症紹胞浸潤の程度を反映して
